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鉄
路
の

半
分
見
直
し

昨
年
11
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
は
、
在
来
線
の
路
線
距
離
の

半
分
を
超
す
10
路
線
13
線
区

（
計
１
２
３
７
・
２
㎞
）
を
「
単

独
で
は
維
持
困
難
な
線
区
」
と

し
て
、
バ
ス
へ
の
転
換
や
存
続

の
場
合
の
地
元
負
担
を
、
沿
線

市
町
村
と
協
議
す
る
と
の
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

無
理
だ
っ
た

民
営
化

そ
も
そ
も
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
、

厳
し
い
経
営
に
陥
っ
た
経
過
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
問
題
は
、
30
年
前
に
当

時
の
自
民
党
政
権
が
国
鉄
を
民

営
化
す
る
た
め
、
７
つ
の
会
社

に
分
割
し
ま
し
た
。
当
初
か
ら
、

北
海
道
や
四
国
、
九
州
に
つ
い

て
は
、
広
域
分
散
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら

厳
し
い
経
営
が
見
込

ま
れ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
対
し
て
は
６
８
２

２
億
円
の
経
営
安
定

基
金
が
用
意
さ
れ
、

７
％
を
超
え
る
当
時

の
金
利
で
５
０
０
億

円
の
運
用
益
が
毎
年

交
付
さ
れ
る
見
込
み

で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
運

用
益
は
、
現
在
の
低
金
利
政
策

で
は
２
０
０
億
円
を
超
え
る
程

度
に
し
か
な
ら
ず
、
こ
の
差
額

が
Ｊ
Ｒ
の
体
力
を
弱
め
、
安
全

対
策
や
車
両
の
更
新
な
ど
が
遅

れ
、
現
在
の
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
の

株
主
は

国

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、沿
線
自
治
体

と
の
協
議
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

各
市
町
村
長
は
鉄
路
の
存
続
を

求
め
れ
ば
新
た
な
負
担
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
協
議
に

す
ら
つ
け
な
い
状
況
で
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
12
月
高
橋

知
事
に
対
し
、
①
路
線
維
持
を

基
本
に
全
道
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と
、
②
北

海
道
が
積
極
的
に
「
協
議
の
場
」

を
設
け
主
体
的
に
議
論
す
る
こ

と
、
③
地
方
自
治
体
や
住
民
の

意
向
を
早
急
に
把
握
し
そ
れ
を

踏
ま
え
て
国
に
要
請
す
る
こ
と
、

な
ど
を
求
め
て
議
会
で
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

消
極
的
な

知
事
姿
勢

道
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
沿

線
自
治
体
ば
か
り
で
な
く
国
か

ら
も
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
の

批
判
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。
知

事
は
、
国
へ
の
支
援
を
求
め
た

も
の
の
、
要
請
内
容
は
抽
象
的

な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
知
事
は
、
議
会
の
終
盤

に
お
い
て
、「
財
政
支
援
も
含
め

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
」
と
の

答
弁
は
し
た
も
の
の
、
今
後
の

地
域
協
議
に
つ
い
て
は
、「
将
来

を
見
据
え
た
北
海
道
の
鉄
道
網

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
説
明

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
各
地
域
の
ご
意
見

を
把
握
し
、
鉄
路
の
存
続
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

Ｊ
Ｒ
問
題
や
医
師
確
保
、
農
業
政
策
な
ど
で
一
般
質
問
（
３
月
９
日
）

知事の

鉄路守る決意伝わらず
国鉄分割民営の責任で、国の支援を！
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北
海
道
の
29
年
度
予
算
案
は

一
般
会
計
２
兆
７
５
３
４
億
円
、

特
別
会
計
６
４
８
０
億
円
の
合

計
３
兆
４
０
１
４
億
円
。
一
般

会
計
は
、
前
年
度
当
初
予
算
比

で
２
・
５
％
の
減
額
と
な
り
、

主
な
理
由
は
、
政
令
市
立
学
校

の
教
職
員
給
与
費
が
札
幌
市
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

危
機
的
な

財
政
状
況

28
度
末
の
道
債
残
高
見
通
し

は
、
５
兆
８
３
０
０
億
円
と
な

お
巨
額
で
あ
り
、
危
機
的
綱
渡

り
の
財
政
運
営
が
続
い
て
い
ま

す
。知

事
は
、
29
年
度
予
算
の
重

点
政
策
を
「
地
域
創
生
進
化
予

算
」
と
名
付
け
、「
人
口
減
少
の

危
機
突
破
に
向
け
、
地
域
創
生

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
押
し
上
げ

る
」
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
の
地
方
創
生
（
人
口
減
少
対

策
）
は
迷
走
し
て
お
り
、
道
な

ど
の
地
方
自
治
体
は
、
地
方
創

生
交
付
金
等
の
国
が
相
次
ぎ
打

ち
出
す
施
策
の
対
応
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。

重
大
な

危
機
に

対
応
せ
ず

道
内
で
は
、
人
口
減
少
対
策

の
基
盤
で
あ
る
は
ず
の
、
医
療

施
策
、
子
育
て
施
策
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
あ
る
い
は
地
域

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
公
共

交
通
施
策
等
が
、
い
ず
れ
も
重

大
な
危
機
に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、

道
の
新
年
度
予
算
で
は
、
こ
う

し
た
課
題
へ
の
対
応
は
、
国
の

政
策
の
迷
走
を
反
映
す
る
か
の

よ
う
に
具
体
性
に
欠
け
る
も
の

で
す
。

特
に
、
道
民
、
地
域
に
深
刻

な
懸
念
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
問
題
に
つ

い
て
、
道
の
方
向
性
は
具
体
性

に
欠
け
、
知
事
の
答
弁
も
道
が

設
け
た
「
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
が
取
り

ま
と
め
た
「
将
来
を
見
据
え
た

北
海
道
の
鉄
道
網
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
に
言
及
す
る
ば
か
り

で
、
具
体
的
な
内
容
は
示
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
本
会
議
に
お
け

る
代
表
質
問
・
一
般
質
問
、
予

算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
を
通

じ
て
、
Ｊ
Ｒ
路
線
問
題
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
対
策､

福
祉
医
療
対
策
、
道
の
財
政
運

営
手
法
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

交
通
対
策
、
経
済
雇
用
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、
道
の
対
応
、
知

事
の
姿
勢
を
論
議
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
の
課
題
に
つ
い
て
も
、

知
事
の
対
応
は
、
主
体
性
に
欠

け
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

組
み

替
え

動
議
で

反
対

こ
う
し
た
議
論
経
過
な
ど
か

ら
会
派
と
し
て
は
、
29
年
度
一

般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
組
み

替
え
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
、

反
対
し
ま
し
た
。

緊
張
感
欠
け
る

道
組
織

ま
た
、
会
期
最
終
盤
に
は
、
28

年
度
最
終
補
正
予
算
で
減
額
し

た
参
議
院
議
員
選
挙
費
を
わ
ず

か
１
週
間
後
の
会
期
最
終
日
に

復
元
す
る
最
終
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
｢市
町
村
交
付

金
の
見
積
も
り
を
誤
っ
た｣

と

の
説
明
で
し
た
が
、
こ
う
し
た

事
例
は
災
害
な
ど
を
除
く
と
極

め
て
異
例
で
あ
り
、
知
事
の
任

期
が
４
期
目
折
り
返
し
を
迎
え
、

道
庁
内
で
は
不
適
切
な
情
報
管

理
や
、
危
機
管
理
の
失
敗
な
ど
、

士
気
の
低
下
を
反
映
す
る
緩
み

と
言
う
べ
き
事
例
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る

決
議
◆
日
ロ
両
国
に
お
け
る
相

互
信
頼
関
係
の
構
築
等
を
求
め

る
意
見
書
◆
海
洋
ご
み
の
処
理

等
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
◆

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
を
支
え

る
環
境
整
備
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

第
１
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
24
日
～
３
月
23
日
）

保
健
福
祉
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

審
議
経
過
を
報
告
（
３
月

日
）

「道
どう

みんの日」制定

幕末の探検家である松浦武四郎は、江戸時代の終
わりから明治にかけて活躍した探検家で、6 度に渡
る蝦夷地（北海道）の探査を通じ、アイヌの人々と
も交流を深め、蝦夷地の詳細な記録を数多く残しま
した。

そして、来年 2018（平成 30）年には、本道が
「北海道」と命名されてから 150 年目の節目を迎
えます。

このことを受け北海道議会では、議員提案により
「北海道みんなの日（愛称：道みんの日）」を提案
し可決されました。

道みんの日は、毎年 7 月 17 日とし、1869（明
治 2）年 7 月 17 日に松浦武四郎が当時の呼び名で
ある「蝦夷地」を「北加伊道（ほっかいどう）」と
提案したことにちなんでこの日にしたのです。

また、7 月 17 日の道みんの日には、各道立施設
を無料開放するなどの記念行事を予定しています。
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

�
C

さ
ほ
っ
ち
も
参
加
し
て
の
温
根

別
冬
ま
つ
り
（
３
月
12
日
）

多寄農連の地区別懇談会に同行（１月 30 日）

北海道林業人新年会で松原会長と握手（１月 11 日） 士別市成人式で挨拶（１月８日）

吹雪の中の新春街宣活動（１月２日）

占冠消防出初式（１月５日）

全上川農民連盟定期総会で挨拶（２月３日）

春闘山場での連合街宣に同行（３月 15-17 日）

�
E

歩
く
ス
キ
ー
大
会
で
ス
タ
ー
タ

ー
を
務
め
る
（
２
月
26
日
）

�
C

出
初
式
で
士
別
つ
く
も
梯
子
乗
り

保
存
会
の
妙
技
（
１
月
６
日
）

富良野消防出初式（１月 7 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
18
日【
森
の
よ
う
ち
え
ん
】

▼
今
日
は
、「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

普
及
に
関
す
る
勉
強
会
に
参
加

し
て
き
た
▼
会
の
冒
頭
、
林
活

議
連
の
役
員
と
し
て
私
か
ら
主

催
者
挨
拶
。
そ
の
後
、
社
団
法

人
北
海
道
森
と
緑
の
会
の
嶌
田

康
之
専
務
理
事
か
ら
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
お
受
け
し
、
基
調
講

演
と
し
て
国
土
緑
化
推
進
機
構

政
策
企
画
部
の
木
俣
知
大
課
長

か
ら
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
を
巡

る
国
内
外
の
先
進
的
な
事
例
」

に
つ
い
て
お
話
を
お
受
け
し
た
。

▼
地
域
で
森
の
よ
う
ち
え
ん
を

運
営
し
て
い
る
中
富
良
野
町
の

『
森
の
た
ね
』、
鷹
栖
町
の
『
ぴ

っ
ぱ
ら
』
な
ど
か
ら
、
現
状
と

課
題
等
に
つ
い
て
報
告
を
お
受

け
し
た
。
最
後
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

書
き
込
み
、
森
の
よ
う
ち
え
ん

の
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
１
月
31
日【
安
全
祈
願
祭
＆
上

富
良
野
町
農
連
定
期
総
会
】
▼
今

日
は
、
昨
年
８
月
の
台
風
で
南

富
良
野
町
に
大
き
な
被
害
を
出

し
た
空
知
川
の
堤
防
決
壊
現
場

に
お
け
る
、
草
野
佐
工
株
式
会

社
及
び
株
式
会
社
中
山
組
が
工

事
受
注
し
た
南
富
良
野
町
幾
寅

地
先
の
堤
防
災
害
工
事
安
全
祈

願
祭
に
出
席
し
て
き
た
▼
そ
の

後
、
上
富
良
野
町
農
民
連
盟
（
田

村
秀
明
執
行
委
員
長
）
の
第
56

回
定
期
総
会
に
出
席
。
総
会
で

は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ

Ａ
等
、
行
き
過
ぎ
た
貿
易
協
定

の
阻
止
並
び
に
農
政
改
悪
の
是

正
を
求
め
る
特
別
決
議
」
を
採

択
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
２
月
16
日【
中
川
地
区
連
合
会

旗
開
き
】
▼
今
日
は
、
中
川
地
区

連
合
会
（
石
川
美
織
会
長
）
の

旗
開
き
に
出
席
し
て
き
た
▼
冒

頭
、
石
川
会
長
は
「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実
現

に
向
け
、
と
も
に
頑
張
ろ
う
」

と
挨
拶
。
そ
の
後
の
来
賓
挨
拶

で
は
、
連
合
北
海
道
上
川
地
協

の
井
上
事
務
局
長
に
続
き
私
に

も
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
維
持
問
題

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
や

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
で
親
睦
と

交
流
を
深
め
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
３
月
25
日【
道
立
病
院
労
組
設

立
】
▼
今
日
は
、
民
進
党
北
海
道

（
佐
々
木
隆
博
代
表
）
の
常
任

幹
事
会
に
出
席
。
当
面
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図

っ
た
と
こ
ろ
だ
▼
ま
た
夜
に
は
、

自
治
労
北
海
道
立
病
院
労
働
組

合
（
羽
原
浩
一
執
行
委
員
長
）

の
設
立
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

出
席
し
て
き
た
。
道
立
病
院
は
、

今
年
４
月
か
ら
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
全
道
庁
労
働

組
合
か
ら
独
立
し
、
全
道
庁
労

連
労
働
組
合
加
盟
の
組
織
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
、
羽
原

委
員
長
は
「
全
適
移
行
す
れ
ば
、

す
べ
て
の
課
題
が
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、
道
立
病
院
の
課
題

解
決
に
向
け
、
邁
進
し
て
い
く
」

と
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
新
た
な

道
立
病
院
労
組
の
支
部
旗
と
と

も
に
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
あ

っ
た
と
こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
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c
h

i.n
e
t/

中川地区連合会旗開きで挨拶

空知川堤防災害工事安全祈願祭

森のようちえん勉強会で挨拶

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
最
近
、「
忖
度
（
そ
ん
た
く
）」

と
い
う
言
葉
が
賑
わ
っ
て
い

る
。
辞
書
で
は
「
他
人
の
気
持

ち
を
推
し
量
る
こ
と
」
と
あ
る

▼
そ
も
そ
も
、
森
友
学
園
「
瑞

穂
の
国
小
学
院
」
認
可
問
題
に

お
い
て
安
倍
昭
恵
夫
人
が
名
誉

校
長
に
就
任
し
、
認
可
申
請
ば

か
り
で
は
な
く
国
有
地
が
８
億

円
も
安
く
売
買
さ
れ
た
こ
と
が

問
題
な
の
だ
▼
安
倍
総
理
は

「
忖
度
は
な
い
」
と
強
弁
し
て

い
る
が
、
総
理
夫
人
が
名
誉
校

長
で
あ
れ
ば
、
便
宜
を
図
ろ
う

と
す
る
の
が
官
僚
の
心
理
だ
ろ

う
。
官
僚
が
そ
の
よ
う
な
心
理

に
な
る
の
は
、
長
期
政
権
の
弊

害
な
の
だ
。
一
日
も
は
や
く
安

倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
や
り
、

忖
度
の
な
い
政
治
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
ゆ
う
こ
う
）

真新しい組合旗とともに記念撮影


